３　長瀬村一揆の原因
一揆後の厳罰を承　　　しかし、この時代において、かかる一大事件、すなわち封建体制の民政治下に従党を組み暴動

知でやった農民　　　を起こせば、その結果はどんな処分を受けるかは農民には毎年の厳達で分りきっていたはずである。たとえ暴動にならなくても、従党を組むそのことだけでも事情によっては発頭の当人は死罪か流刑はまぬがれぬ。のみならず、そのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(けんぞく),眷属)は根帳をきられ追放となり、他国でEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひにん),非人)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こじき),乞食)に落ちねばならぬ仕儀となり、かかるものを出した村の役人層も責任をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(つい),追)及され、軽くても閉門である。にもかかわらず、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しゃに),射二)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(むに),無二)これを決行したところに問題がある。

　　　　　　　　　　　そこで、この真相をつかむには、勢いその環境、ひいては当時のわが国の情勢から、人心動揺の実態を明らかにしてかかることが理解のはやみちであることが考えられる。

戸崎家一門の地主　　　長瀬村というところは、上層階級に大EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しょう),庄)屋文之右衛門があって、旧河村郡北半部の民政をつか

階層と、下層農民　　さどり、その南半部は伊木村涌島長右衛門が分担していた（因伯大年表）長瀬村部落内には、文

に分かれた長瀬村　　之右衛門の本家戸崎久右衛門もこれまた大庄屋格の家柄で、そのほか戸崎一門の数軒が上層部をかためていた。そして田畑・居屋敷の大部分がこの一門の手中にあり、その他の地主としては、隣近村である田後村の椿徳右衛門（戸崎家の親類）・宇野村の尾崎文五郎がおのおの十町歩内外の所有地を占有していた。それ以下は５～６町歩の小地主や、１町歩内外の手作のできるいわゆる百姓株は数えるだけしかなく、村民の大部分は小前ものと称する水呑百姓で、藩の年EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぐ),貢)と、地主の地利米とをふくめたEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あて),宛)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(くち),口)米の負担者であったことは、当時の大庄屋戸崎家にのこる安政５年の野取り地図「田方畑方御図帳」を集計してみて判ったのである。これで長瀬村は５指で数えるほどの地主層と、人口８００有余の大部分を占める下層農民家族とに２分していたことになり、そのほかに中立の立場にある勝福寺家族と、宿次の問屋・宿屋が数軒と、医師、浪人などがいた。そして村民全体が一向宗（真宗西本願寺派）の門徒であり、神職は他村のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かん),神)主であった。こうしたところへ、疫病と虫害に襲われたのであるが、このため人心は不安と動揺の色に包まれたので
口論定まらず日本　　ある。その上国では７年前の嘉永６年、ぺルリの浦賀侵入があって江戸湾には米国軍艦が黒い煙
の不安動揺時期　　　を吐き、天下はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(じょうい),攘夷)・開港の二大議論が沸きたち、つづいてハリスの入港強談判が火にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(まき),薪)をそえ、井伊大老は横浜開港を約し、ついで５ヵ国条約の調印のやむなき仕儀となった。因伯両州の国EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(もと),許)でも江戸との飛脚がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(くし),櫛)をひくごとく往きEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かえ),還)り、藩内も緊張と不安にゆらいだ。年号は嘉永が安政となっても気安めのひまもなくまたまた安政元・２・３年と全国の大地はゆらぎ、ことに江戸・大阪をはじめとして近畿、関西方面は言語に絶する大被害があった。
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幕府は血眼となって勤皇志士の断圧をする。安政４年に将軍家慶が死んで家定が立ち、その翌安政５年にはその家定も死に、つぎに井伊大老が家茂を将軍に立てたことから反対派の水戸斉昭の幽閉事件が起こり、同７年には斉昭が急死した。また大雪の同年３月３日にはついに井伊大老
漂流者伝吉の横死　　の暗殺となり、桜田門外は血EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しほ),汐)の雪となった。この年、長瀬村利七と同じ漂流者でオールコック領事の通訳兼小使をしていた栄力丸の伝吉の横死事件さえ起こった。安政５年９月から同６年８月にかけては有名な安政の大獄で多くの志士が所刑され、あれやこれやで物情騒然テンヤワンヤであった。安政も不吉とあって、その安政７年３月３日の事変直後の８日には万延と改元になったが、これも２年で文久と改元された。

天下はまさに不安動揺、殺気みなぎる地獄のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(さた),沙汰)であった。この動揺期の嘉永・安政時代末期に起こったのが長瀬村百姓一揆であった。

長瀬一揆の起きた　　　こうEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(なが),眺)めてくると、長瀬村一揆はかかる世情の不安に迫車をかけられた上の不作がたたったの

動機　　　　　　　　と、貧富二階層の分裂から生ずる平素の感情のずれが、不作をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(けい),契)機としてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(なだれ),雪崩)を起こしたというべき性質の一揆であった。

　　　　　　　　　　　それにいま１つの特徴は、大庄屋襲撃という点では、元文一揆と変りはないようであるが、その目的は藩に対する年貢の減免を強訴したものと違い、地主であり大庄屋並大庄屋格の戸崎両家に対する「地利米」の減免と、年越しの借米強訴が直接の動機であった。したがって元文一揆の如く藩庁に対する「年貢」の減免を訴えるための間接手段として、大庄屋を打ちこわしたのとは自ら性質が違う。
因幡伯耆に起きた　　　こう吟味してくると、全国各地もそうであろうが、因伯両州に起こった一揆もいろいろな目的

百姓一揆の件数　　　や動機の異るものがある。青木虹二氏著の「百姓一揆の年次的研究P２４」年代別・国別表によれば、因幡１６件、伯耆２５件の合計４１件をあげている。これは寛文以来明治維新までの数字である。以前に筆者の調べたときでも確かに３０件はあったが、同年同所に起こった事件でも、度数を基準とすれば４０件には達するであろう。
　　　　　　　　　　　身近に起こったこれらの事件ごとに、如何なる処断をうけたかはわかっていたはずではあろうに、このように暴動手段に出たということは、当時の民心の底をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(どう),洞)察してやることと、一面当時の地主層の心中態度にも照明をあてて公正な批判をせねばならないことである。また藩はこの一揆の性質をどんなふうに見て、どんな処置をとったかを観察する必要がある。

